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戦略的創造研究推進事業（社会技術研究開発） 

科学技術の倫理的・法制度的・社会的課題（ELSI）への包括的実践研究開発プログラム 

プロジェクト企画調査事後評価報告書 

 

「科学技術の倫理的・法制度的・社会的課題（ELSI）への包括的実践研究開発プログラム」 

プログラム総括  唐沢 かおり 

 

１. 課題代表者 

  小宮 健（東京工業大学 情報理工学院 助教） 

２. 課題名 

  分子ロボット技術の社会実装に関する RRI コミュニケーション実践の企画調査 

３. 実施期間 

  令和 2（2020）年 9 月 1 日 ～ 令和 3（2021）年 3 月 31 日 

４. 事後評価結果 

プロジェクト企画調査の目標達成状況 

 本企画調査は、分子ロボティクスの環境・農業分野での野外活用を中心的な事例として、研究開

発当初から技術開発を行う研究者・コミュニティ自らが ELSI/RRI の推進主体となる、地域との対

話と技術活用のための指針づくり、持続的な科学コミュニケーション実践の場づくりのための体制

構築、研究ロードマップの作成など、研究開発設計の具体化を目標として実施されたものである。

当プログラムにおけるプロジェクト企画調査として、前身の研究開発成果からの発展性や顕在化し

た課題をとりまとめた上で、代表者が提案する「研究者の自治」の研究構想化や、技術領域・分野

を超えた論点の検討、などの点の強化を期待した。 

 企画調査の結果、前身の研究開発プロジェクト（JST-RISTEX 人と情報のエコシステム領域「分

子ロボット ELSI 研究とリアルタイム技術アセスメント研究の共創」（研究代表者：小長谷明彦 恵

泉女学園大学））の成果やそこで培ってきたネットワークを十二分に活かし、分子ロボティクス技

術の野外活用を中心とした対話実践の準備と試行、研究コミュニティにおける ELSI 検討の応答と

課題の抽出など、着実に推進されており、目標は概ね達成されたと評価する。「研究者の自治」の在

り方を模索する一環として、分子ロボティクスの研究コミュニティの中における継続的な対話を行

っていくものと思われるが、RRI の観点からこの動態分析は重要であり、どのように観察・分析し

言説化していくのか、研究開発構想の中で具体的に設計されることが望ましい。また、分子ロボテ

ィクスの分野を中軸に据えつつ、さらに技術領域・分野を超えた ELSI/RRI の論点の検討・普遍化

などに挑戦していただくことも期待する。 
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（所属・役職はすべて 2021 年 3 月末時点） 




